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国際経済学Ⅰの講義内容を前提として、さらに国際経済の理論及び現実経済への応用的側

面も扱いながら、より社会を深く観る目を養うことを目的とする。前期にやり残したヘク

シャー＝オリーン・モデル等の貿易の基礎理論、さらに、発展途上国の貿易政策、先進国

間の貿易(時間が余れば為替理論)等を扱う予定。その際、貧困国側の視点にも触れて見たい。
国際経済学ⅠとⅡは連続した講義である。国際経済学Ⅰを受講してない場合は、ミクロ経

済学の基礎と下記準教科書①の 3章までの理解があることを前提とする。 
 
＜評価方法＞ 成績評価は学期末試験による。 
＜準教科書＞ 

①クルグマン・オブズフェルド著（石井・浦田・竹中他訳）『国際経済―理論と政策：Ⅰ国

際貿易』第３版、新世社。→4、5、6、9、11、12 章 
←Krugman, P. R. and Obstfeld, M. (2000), International Economics: Theory and 

Policy, Fifth Edition, Addison-Wesley Longman.  
②Ray, D. (1998), Development Economics, Princeton University Press.→ch.17（18） 
（特に発展途上国の貿易政策について） 
※この本を 2 冊、またこの章だけのコピー２部を作成してリザーブ図書においてあるは
ずですので必要な方はコピーしてご利用ください（24時間以内）。本格的に経済発展論
を行う人には全体が良い本ですので購入もお勧めします。 

＜参考書＞ 
③クルグマン著（山岡洋一訳）1997 年『クルーグマンの良い経済学、悪い経済学』日本経

済新聞社（Krugman, P., 1996 "Pop Internationalism," MIT press）。 

④木村福成『国際経済学入門』日本評論社。 
⑤若杉隆平（1996）『国際経済学』岩波書店 

⑥矢野誠 (2001)『ミクロ経済学の基礎』岩波書店 

→ミクロ経済学の考え方を理解するには最適。 
・その他講義の際に適宜紹介する。 

*************************** 

※11 月 11 日は休講の予定。 

１.資源と貿易Ⅰ：ヘクシャー＝オリーン・モデル→①４章。③3,4 章。④3章。 

２.資源と貿易Ⅱ：ストルパー・サミュエルソン効果とリプチンスキー効果→同上 

３.資源と貿易Ⅲ：→同上。 
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・先進国内の国内貧富の差の拡大は第三世界との貿易が原因という俗説は本当か？ 

・第三世界の成長は第一世界の繁栄を脅かさない。 

４.国際貿易の基本モデルⅠ：交易条件→①５章 

５.国際貿易の基本モデルⅡ：→①5章 

経済成長、国際所得移転（海外援助、戦後賠償）、貿易政策の影響 

６.規模の経済と国際貿易Ⅰ：産業内貿易→①6章③6章 

７.規模の経済と国際貿易Ⅱ：外部経済と国際貿易→①6章③6章 

動学的収穫逓増、幼稚産業保護論 

8.国際貿易の厚生効果と貿易政策→①9章 

関税、輸出補助金、輸入割当、輸出自主規制、ローカルコンテント規制 

9.発展途上国における貿易政策Ⅰ：輸入代替工業化政策→②17 章（①11 章） 

10.発展途上国における貿易政策Ⅱ：輸出促進工業化政策→②17 章（①11 章） 

11.発展途上国における貿易政策Ⅲ：事例紹介→②17 章（①11 章） 

12.先進国の産業貿易政策：戦略的貿易政策、事例紹介→①12 章 

※より詳細かつ厳密な議論を知りたい方は、④第 9 章を参照。ただしこの部分を完全に

理解するには、ある程度の経済学の素養を必要とする。 

 

（補足） 

国際経済学の分野としては、国際経済学Ⅰ、Ⅱの上記で扱った領域以外に、国際金融（オ

ープンマクロとも言われ国際収支、為替レートの決定理論等を含む）の領域がある。時間

があれば扱いたいが多分無理であろう。独習される方は下記の本をお勧めする。 

→西川俊作編、浅子・池尾・大村・須田共著『経済学とファイナンス』東洋経済新報

社の「第三部：国際金融論」pp307-476. 

→クルグマン・オブズフェルド『国際経済―理論と政策（第 3 版）―Ⅱ国際マクロ経
済学』新世社。 
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